
【学校通信第４号】〝助け愛〟〝教え愛〟〝認め愛〟〝励まし愛〟〝分かち愛〟 

信頼ある学校づくりを目指して 

常に己とカクトー中！ 
■ 生徒たちの成長を感じます！ 

最近、生徒たちの授業の様子を見て思うことがあ

ります。それは、どの学年においても、生徒たちの

理解度アップのため、一生懸命に授業をされる先生

の指示を真剣なまなざしで、反応良く応える姿が窺

えるようになったことです。４月当初は、受け身な

姿勢に物足りなさを感じていましたので、とても大

きな成長です。 

先日、永山教育長や教育委員の方々が授業を参観

され、授業を受ける生徒たちの様子にとても感心さ

れておられました。また、各学級内や校内の掲示板

には、先生方が生徒たちの新たなやる気を引きだそ

うと学習の成果物を掲示しておられることについて

も、大変ありがたいとおっしゃっておられました。 

 

 

 

 

 

 

【美術科】               【国語科】 

私たち職員は、「学校が楽しい」「学校に行きたい」 

「分かった」「できるようになった」と喜ぶ生徒の笑

顔を励みに、日々の教育活動に取り組んでいます。 

ぜひ、ご家庭でも子どもさんに学校の様子を聞か

れてみてください。 

 

■ 「日常五心」ってご存じですか？ 

 ２５年ほど前、私の両親が京都市内にある世界遺

産の仁和寺へ観光に出かけ、そのお土産で「日常五

心」と書かれた湯のみをもらいました。 

〝ハイ〟という素直な心 

〝すみません〟という反省の心 

〝おかげさま〟という謙虚な心 

〝私がします〟という奉仕の心 

〝ありがとう〟という感謝の心 

先日、職員室内でこの掲示物を発見しました。 

私はこれをもらった翌日、朝の会で生徒たちに伝えた

後、学級に掲示したり、野球部の部訓の一つに掲げたこ

とを記憶しています。 

過去に修学旅行で京都へ引率する際、事前学習にお

いて生徒と共に仁和寺を調べている中で、「日常五心を

日々の生活の中で意識的に実践することで、自分自身

の成長と周囲の人々との関係が深まるものだ」と本に書

いてあったことを思い出しました。 

今年も修学旅行の引率で京都へ行きますが、仁和寺

に行ってみようと思います。 

■ 県中総体、県吹奏楽コンクール迫る！ 

７月１２日（土）から第７６回宮崎県中学校総合

体育大会、２１日（月）に第７０回宮崎県吹奏楽コ

ンクールが開催されます。 

 地区中総体の激励会では、今をときめくメジャー

リーガーの大谷翔平選手の著書の一節にあった話を

しました。 

〝成功するとか失敗するとか僕には関係ない。そ

れをやってみる事の方が大事〟 

つまりは、「結果を考えるのではなく、自分の力、

自分たちの力を出し切ることこそが、勝利の条件の

一つである」ということなのだと思います。 

本番まで残りわずかとなりましたが、各々が自分

の力、自分たちの力を出し切ることが出来るための

最終準備にとりかかってほしいと思います。 

健闘を祈ります。 

【出場部の各競技会場及び演奏会場】 

◆陸上：ひなた宮崎県総合運動公園 

◆軟式野球：西都原運動公園野球場（１回戦） 

※２回戦～清武総合運動公園 SOKKENスタジアム 

◆サッカー：清武総合運動公園多目的広場 

◆テニス：生目の杜運動公園庭球場 

◆バドミントン：宮崎市総合体育館 

◆空手：ひなた武道館 

◆水泳：パーソルアクアパーク 

◆吹奏楽：宮崎市民文化ホール 

 

〝日常五心〟発見！ のコーナー 

校門付近にある掲示板に 

挿し絵があるといいなあと思 

っていたところ、快く挿し絵を 

描いてくれた美術部３年生、 

駒田典史さんの〝私がします〟 

という奉仕の心にアッパレ！！ 

次回の挿し絵も楽しみにしています！ 

 

《お詫び》 

第３号で学校運営協議会委員の皆様を掲載しまし

たが、一部、名前及び所属名に誤りがあったため、

訂正いたします。 

役職 氏名 備考 

会長 上谷川則男 加久藤まちづくり協議会 

委員 𠮷田勉 加久藤地区自治会会長 

 

えびの市立加久藤中学校  
令和７年６月３０日発行 
文責：校長 野口 貴史 

本校に対するご意見・ご要望、お便りなどを、どし

どしお寄せください。お待ちしています。 校長 野口 



 


